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気候変動と企業
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● パリ協定：　世界が合意した１．５度目標

● 企業：　適応策、緩和策　＋　気候変動の解決策の推進

● ビジネスへのリスクの最小化

● 一方、世界的には企業に対する気候変動訴訟も：説明責

任／排出責任
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気候変動に関する情報開示
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● TCFD「気候関連財務情報開示タスクフォース」

（2015-2023）

● ２０２２年　プライム市場上場企業はTCFDに沿った情報

開示が義務化

● IFRS（国際財務報告基準）

● また、脱炭素に向けた目標設定（SBTi、RE100など）も
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責任範囲の拡大：自動車メーカーの例
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1) 自社工場で排出されるCO2

2） 購入する電気などエネルギー由来CO2

３) 調達する鉄
鋼のCO2

４)　販売した車
が出すCO2



❓❓グリーンピースの問い❓❓
「販売台数で世界トップの位置にある自動車会社トヨタはパリ協定1.5
度目標と整合性のある形で事業を展開しているのか」

＝＞温室効果ガス排出削減の道筋、目標は1.5度目標達成のための経
路に沿っているものか

本日発表  「岐路に立つトヨタ　
世界最大の自動車メーカーのBEV戦略と1.5度目標の整合性」

産業
農業産業

🔸背景

「私たちはパリ協定を支持し、それに沿って行動していきます。また、IPCCの科学
的知見を踏まえ、パリ協定の目標に沿った公共政策への理解活動を実施していき
ます。」 『トヨタの気候政策に関する考え方2024年（Toyota’s View on Climate Public 
Policies 2024）』 p.6
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本日発表  「岐路に立つトヨタ　
世界最大の自動車メーカーのBEV戦略と1.5度目標の整合性」
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二酸化炭素排出削減シナリオ（IPCC 1.5度）
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出典：IPCC(2021)AR6第６次評価報告書



２０１８−２０２３年排出量と販売台数推移
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出典：グリーンピース（2025）『日本の自動
車企業の排出量の現状と課題』
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パワートレイン別の排出量（2023年データ）
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出典：グリーンピース（2025）『岐路に立つト
ヨタ：世界最大の自動車メーカーのBEV戦略
と1.5度目標の整合性』



トヨタのBEV販売計画（2030年）
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2030年の排出量の予測（グリーンピース）
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出典：グリーンピース（2025）『岐路に立つト
ヨタ：世界最大の自動車メーカーのBEV戦略
と1.5度目標の整合性』



グリーンピースの提言
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1. 内燃機関車の段階的廃止

2. 総排出量削減目標の設定

3. 削減する排出量に整合性の取れた電気自動車製造台数・

割合の設定

4. 排出量算定の透明性確保

5. モビリティ・サービス会社への移行



ご清聴ありがとう

ございました
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